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計画 8-1 新世界ザル視物質レパー トリー の生成と消
滅に関する研究





















































/J､池智 ･細沼美樹 ･寺尾健一 (東京都
神経科学縛研)･大西暁士 (京都大 ･理)
旧世界霊長類の長波長ならびに中波長感受性視物質
(以後赤,緑視物質と略す)はX染色体上に並んで存在
しており,しかも非常に高い相同性を示す｡そのため,
組み換え時のエラーによってこれらの遺伝子の一方を欠
損したり,両者のキメラ遺伝子ができることがあり,こ
れが色覚異常の原因となっている｡ヒトのおいては男性
の数%にも及ぶ色覚異常について旧世界霊長類に於いて
は多くの研究はない｡
我々はPCR-SSCP法により赤,緑視物質の exon3,.
e又on5領域などを増幅した後に分離し,2つの迫伝子の
有無あるいは存在している比率を算定することができた｡
これによって片方の迫伝子を欠損している色盲や赤と緑
視物質遺伝子の融合した遺伝子をもつ色弱の可能性のあ
る個体を分別することできる｡この方法を用いて62頭の
♂チンパンジーのDNAを調べたところほとんどの個体は
jE常色覚をもつと推測される迫伝子型を示したが,数頭
の色覚異常の可能性のある個体を選抜することができた｡
さらに long-range-PCR法などの他の方法を駆使するこ
とにより1頭が色弱の退伝子型をもつ個体であることを
発見した｡この個体は赤/緑キメラ遺伝子ひとつと正常
の緑迫伝子をもっていて,長波長域の光に対する感受性
が低く,赤,緑波長域の弁別する能力が低いと考えられ
た｡これは色覚異常をもつチンパンジーの初めての報告
である｡
計画 8-4 新世界ザルにおける色覚の個体差と行動
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